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※調査日 

開通前：平成18年 11月 21日(火)   開通３ヶ月後：平成19年 6月14日(木)   開通１年後：平成20年 2月27日（水）

 

 

○並行する国道 408 号、国道 125 号等の交通量は開通前に比べ、

約１割減少。渋滞損失は約３割（約５０万時間 ,約１５億円 ）減少。
・ 並行する国道408号、国道125号の交通量は、開通前56,149台/日に対して、

開通１年後は52,914台/日と、約１割減少しています。 

・ その結果、国道125号、国道408号の渋滞が緩和し、１年あたりの渋滞損失は

約５０万時間、約15億円減少しています。 

 

・ これらの事から、圏央道の利用が定着していると見られます。 

■中村陸橋と学園都市南入口交差点の１日の交通量の変化 
 

■圏央道と並行する一般道の渋滞損失時間・渋滞損失額（開通前、１年後比較） 
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◆渋滞損失時間とは、渋滞のない場合の所要時間と実際の所要時間の差を一定区間毎に算出し、合計したもの。 

例えばある１km の区間を１日２万台の車が通行し、１台当たりの乗車人数が 1.5 人、渋滞のない場合の所要時間は１分、実際の所要時間

は３分である場合（数値は全て平均値）には、当該区間の渋滞損失時間は２[万台/日]×1.5[人/台]×（2/60）[時間]×365[日]＝36.5[万

人時間/年]と計算される。 

◆渋滞損失額とは、渋滞のない場合の所要時間と実際の所要時間の差を一定区間毎に算出し、車種別時間価値により金額に換算したもの。 

◆算出範囲：国道125号(中村陸橋～光と風の丘公園前)、国道408号(学園都市南入口～正直町) 
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；開通前 

国道125号・国道408号の渋滞損失額

62

47

-

10

20

30

40

50

60

70

開通前 開通１年後

渋
滞
損
失
時
間
（
億
円
／
年
）

＊ ＊

＊ 渋滞損失時間 ：約５０万時間の単位は、人・時間／年   渋滞損失額 ：約１５億円の単位は、億円／年 
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